
教育目標『共に学び 心豊かに たくましく 生きる児童の育成』 

      かしこく やさしく たくましく 

     田代っ子 
人と人との「結びつき」を大切に 

 今回の人事異動で、下記の職員が異動又は退職となりました。在籍年数は違えど、あらゆる教育活

動に対し保護者や地域の方々からのご理解とご支援のおかげで、田代小での役割を終えることがで

きました。 

まことにありがとうございました。 

《転出》 

紙面には載せています。 

 私は２年間田代小でお世話になりました。朝の時間子ども達が元気な声であいさつをしてくれた

のがよき思い出です。本当に元気をもらいました。また、田代地区は地域の方々が鳥栖では一番かと

思えるほどの協力体制があり、子ども達の学習がより豊富になったことも有り難いことだったと思

っています。開校１５０年目の節目の年に校長職でいられたことも幸運でした。本当にありがとう 

ございました。 

 子ども達は、心も体もこの１年間で大きく成長してくれました。「できなかったこと」が「できる

ようになる」ことがたくさんあったかと思います。これからも一歩一歩成長していく子ども達が、 

健やかに安心して日々を過ごしていけるよう（田代小から離れますが）願っております。 

 さて、本日最後の修了式で以下のような話をしました。「習慣づける」大切さを話しました。 

「いい習慣」は身を助ける！特に「あいさつの習慣」を身につけて欲しいと思います。 

 

おはようございます。いよいよ修了式の日を迎えました。今日が、今の学年で皆さんが登校する最後の日です。 

 今年の冬は大変寒い日が多くて、雪も時々ふりました。19 日も少し降ったのもびっくりしました。みなさんも（みなさんもというこ

とは校長先生もだけどね）朝起きるのがつらい日もたくさんあったのではないでしょうか？それでも、先週終わりぐらいから少しづつ温

かい日が続き、ゆっくりとですが確実に季節は変わってきていると思います。 

 先日は、皆さんのおかげで、立派に卒業生を送り出すことができました。･･･（中略）･･･ 

 では、校長先生として田代小学校に２年間いましたが、皆さんに何度も同じようなお話をしてきますが、覚えていますか？担任の先生

方からも何度も聞いているかと思います。それは「あいさつ」です。「あいさつ」はいつでも実行できることが大事なことです。いつでも、
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どこでも実行できるということは、それが習慣になっているということです。皆さんにも何か習慣になっていることがあるでしょう。や

ろうと思わなくても、知らず知らずのうちにそれをやっている。やらないと何かおかしい気がするというものですね。そのようなよい習

慣についてひとつお話をします。 

･･･（鍋を磨き上げる習慣が身を助けた方の話をしました）･･･ 

 「いい習慣」を身につけると、その習慣が自分を守ってくれることもあります。皆さんも今、その「いい習慣」を身につければいいで

すね。 

 明日からは春休みですね。１年間の勉強が終わってほっとして気がゆるみがちになるのがこの春休みです。春休みをさらにいい春休み

にするためにも、何か一つ、よい習慣を身につけられるよう取り組んでみてはどうでしょう？ 

春休みに身につけた習慣が、４月からの新しい学年でもきっと役に立つと思いますよ。ぜひ挑戦してみてください。 

 来月４月には、１学年大きくなったみなさんと、希望に満ちた始業式がくることを校長先生は願っています。 

 

 来年度も大いに本と親しんでほしいと思います。 

《令和６年１２月１９日～令和７年２月１４日の本の貸出冊数 ５０冊以上皆さん》 

紙面には載せています。 

 


